


 

 

男性も女性もすべての個人が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆ

る分野における活動に参画する機会が確保され、均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益

を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を目指すため、男女共同参画の理念及び

推進の必要性を広く普及啓発し、男女共同参画社会の形成を促進すべく「石巻市男女共同参画基

本計画（第３次）」を策定しました。

・男女共同参画社会基本法第１４条第３項及び条例に基づく基本計画です。

・国の「第４次男女共同参画基本計画」、県の「宮城県男女共同参画基本計画（第３次）」、本市の

「石巻市総合計画」、「石巻市震災復興基本計画」、その他の関連計画と整合性を図りながら、男

女共同参画社会の実現を目指すための個別計画です。

・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７年法律第６４号）第６条第２項に

基づく「女性活躍推進計画」及び配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平

成１３年法律第３１号）第２条の３第３項に基づく「ＤＶ防止計画」を包含し、本市における

男女共同参画を推進するための施策の方向性を定めた計画です。

 

平成２９年度（２０１７年度）から平成３２年度（２０２０年度）までの４年間とします。

なお、社会情勢や法制度の変更、計画の進捗状況、国・県の動向等を見据えながら、適宜必要

な内容の見直しを行います。

参考 平成２８年度石巻市市民意識調査における「男女共同参画社会」という言葉の認知度
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計 画 策 定 の 趣 旨

計 画 の 性 格

計 画 の 期 間

 

一人ひとりが幸せな

社会になるように

もっと広めたいなぁ～



 

 

施策の方向

（１）市の審議会・委員会等へ

の女性の参画の促進
イ 市の政策形成に関わる審議会・委員会等への女性の登用を促進します。

（２）女性の人材育成

イ
女性が、市の審議会や委員会又は地域活動において活躍できるよう、能力の

育成・向上を図るための研修事業を実施します。

ロ
女性の職域や業務の拡大、研修の参加機会の拡大を図り、女性職員の能力が

十分活かせる環境づくりを行います。

（３）市職員・教員への意識

啓発の強化

イ
市職員が、率先して男女共同参画を推進するよう、意識啓発や研修の充実を

図ります。

ロ
女性活躍推進法に基づき、男女の均等な機会を確保するとともに、適性を重

視した性別にとらわれない登用を促進します。

（４）市の関係団体等における

女性の参画の促進
イ

市の関係団体等における方針決定過程への女性の参画を進めるための情報

提供や啓発活動を行います。

主な取組

○審議会・委員会等への女性の登用促進

○女性人材育成セミナーの開催

○管理職及び組織内委員等への積極的な女性職員の登用

○意見交換会等における普及啓発

計 画 の 体 系

政策形成及び方針決定の場への女性の参画の推進

 
基本目標１ 

地域・学校における男女共同参画の推進

 
基本目標２ 

働く場における女性の活躍推進に向けた環境の整備

 
基本目標３ 

家庭生活における男女共同参画の実現の促進

 
基本目標４ 

男女間におけるあらゆる暴力の根絶と被害者支援の推進 基本目標５ 

復興・防災における男女共同参画の推進

 
基本目標６ 

一部を除く

政策形成及び方針決定の場への女性の参画の推進

 
基本目標１ 

男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策
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男性も女性もすべての個人が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆ

る分野における活動に参画する機会が確保され、均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益

を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を目指すため、男女共同参画の理念及び

推進の必要性を広く普及啓発し、男女共同参画社会の形成を促進すべく「石巻市男女共同参画基

本計画（第３次）」を策定しました。

・男女共同参画社会基本法第１４条第３項及び条例に基づく基本計画です。

・国の「第４次男女共同参画基本計画」、県の「宮城県男女共同参画基本計画（第３次）」、本市の

「石巻市総合計画」、「石巻市震災復興基本計画」、その他の関連計画と整合性を図りながら、男

女共同参画社会の実現を目指すための個別計画です。

・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７年法律第６４号）第６条第２項に

基づく「女性活躍推進計画」及び配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平

成１３年法律第３１号）第２条の３第３項に基づく「ＤＶ防止計画」を包含し、本市における

男女共同参画を推進するための施策の方向性を定めた計画です。

 

平成２９年度（２０１７年度）から平成３２年度（２０２０年度）までの４年間とします。

なお、社会情勢や法制度の変更、計画の進捗状況、国・県の動向等を見据えながら、適宜必要

な内容の見直しを行います。

参考 平成２８年度石巻市市民意識調査における「男女共同参画社会」という言葉の認知度
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一人ひとりが幸せな

社会になるように

もっと広めたいなぁ～



 

 

施策の方向

（１）地域コミュニティにおける

男女共同参画の推進
イ

地縁団体等の運営や活動に関する方針の立案及び決定に男女が平等に参画

するよう働きかけを行います。

（２）市民・市民活動団体等との

連携による男女共同参画

の推進

イ
市民活動に関する情報提供や相談事業等を行うほか、男女共同参画に関す

る学習情報を提供します。

ロ
市民公益活動への女性の参加を促すとともに、活動する女性の地位向上を

支援します。

ハ
市民活動団体や女性団体等との交流の場を提供するほか、協働事業の実施

により男女共同参画を推進します。

（３）学校、家庭、地域の連携

による教育・学習機会の

拡充

イ 男女平等を基本とした男女共同参画に関する教育を推進します。

ロ
家庭、地域と連携した教育を進めるため、学校での取組等の情報を地域に

発信します。

ハ
専門家等の連携・協力により、出前講座実施メニューの充実を図り、学習

機会を提供します。

ニ 家庭における男女平等教育支援のための学習機会を提供します。

（４）男女共同参画の視点に

立った意識の啓発

イ
男女が対等なパートナーとして支え合い、共に創る男女共同参画社会に向

けての認識と理解を深めるよう、意識啓発を図ります。

ロ
市や各種団体等が作成する印刷物等において、男女共同参画の視点に配慮

した表現の浸透を図ります。

ハ
性に関する正しい認識を深めるため、発達段階に応じた教育の充実を図り

ます。

ニ

人権を尊重し、多様な性の在り方についての理解を促進するとともに、男

女を問わず、性的指向、性自認、性同一性障害に関する悩みに対し相談体

制を整備します。

（５）国際交流・多文化共生社会

の推進

イ
地域社会の国際化に併せ、男女が共に国際的視野を持ち、自ら考え行動で

きるような環境の整備に向け、国際交流活動を促進します。

ロ
将来の国際人を育成するため、青少年を対象とした人材育成と語学力向上

を図ります。

ハ 関係機関・関係団体と連携し、外国人への支援に努めます。

主な取組

○地縁団体等の長や役員への女性登用の働きかけ

○市民活動団体や女性団体等のネットワークの強化

○保護者に対する男女平等教育についての学校と家庭との連携協力の働きかけ

○男女共創セミナーの開催

○人権を尊重した性的マイノリティへの理解促進

○多文化共生推進事業の実施

地域・学校における男女共同参画の推進

 
基本目標２ 



 

 

施策の方向

（１）男性中心型労働慣行等の

変革

イ
長時間労働を削減するなど「男性中心型労働慣行」を見直し、事業者等に対

して普及・啓発を行います。

ロ
職場における固定的性別役割分担の意識を見直し、女性の積極的な参画を推

進します。

ハ
男性が家庭生活や地域活動へ積極的に参画しやすい環境づくりを推進しま

す。

（２）働く女性の能力向上と

就業支援

イ
働く女性の職業能力を向上させるために必要な情報提供や、再就職や起業を

目指す人に対する支援を関係団体と連携し実施します。

ロ

農林水産業や商工自営業に従事する女性が、その持てる力を十分に発揮して

地域産業の振興に寄与し、意欲を持って経営に参画できるよう、男女共同参

画に係る普及啓発や情報提供を行います。

（３）ワーク･ライフ・バランス

の実現に向けた職場環境

の整備

イ
男女が共に仕事と家庭のバランスのとれた生活の実現に向け、啓発事業の充

実を図ります。

ロ
職場におけるワーク・ライフ・バランスの実現に向け、市職員が率先して育

児休業や介護休業等を積極的に取得できるよう促進します。

ハ
事業者等や関係機関と連携し、各種制度の情報提供を行うとともに、事業者

等の取組を支援します。

主な取組

○男性の育児参加啓発セミナーの開催

○働く女性の職業能力の向上と再就職や起業を目指す人に対する支援

○ワーク・ライフ・バランスの意識啓発

○男性職員の育児参加休暇取得の推進

施策の方向

（１）男女の生涯にわたる心身

の健康支援
イ

学習機会の提供や健康相談・健康診査・訪問指導を実施し、男女の生涯にわ

たる健康づくりを支援します。

（２）子育て支援の充実

イ 子育てに関する様々なニーズに対応する支援業務を強化します。

ロ
子どもの気持ちや保護者の悩みを理解し、子どもの健全育成を支援するため、

相談事業の充実を図ります。

ハ 安心して子どもを産み、健やかに育てることができるよう支援します。

ニ 地域の保育者における自主的な子育てサークルの育成を支援します。

（３）高齢者や障害者、ひとり

親家庭等への生活支援

イ
高齢者及び障害者に関する様々なニーズに対する支援業務の強化に努めると

ともに介護保険事業の充実を図ります。

ロ
ひとり親家庭に対し必要な情報の提供や助成を行うとともに、生活の安全と

自立支援の促進を図ります。

主な取組

○助産師による産前産後の心とからだのトータルケア推進事業の実施

○高齢者や障害者及び家族に対する相談・支援の実施

○児童・母子相談、父子相談、少年相談の実施

○保育所待機児童の解消

働く場における女性の活躍推進に向けた環境の整備

 
基本目標３ 

家庭生活における男女共同参画の実現の促進

 
基本目標４ 

施策の方向（１）～（３）は

女性活躍推進計画を包含

 

施策の方向（２）・（３）は

女性活躍推進計画を包含

 

 

 

施策の方向

（１）地域コミュニティにおける

男女共同参画の推進
イ

地縁団体等の運営や活動に関する方針の立案及び決定に男女が平等に参画

するよう働きかけを行います。

（２）市民・市民活動団体等との

連携による男女共同参画

の推進

イ
市民活動に関する情報提供や相談事業等を行うほか、男女共同参画に関す

る学習情報を提供します。

ロ
市民公益活動への女性の参加を促すとともに、活動する女性の地位向上を

支援します。

ハ
市民活動団体や女性団体等との交流の場を提供するほか、協働事業の実施

により男女共同参画を推進します。

（３）学校、家庭、地域の連携

による教育・学習機会の

拡充

イ 男女平等を基本とした男女共同参画に関する教育を推進します。

ロ
家庭、地域と連携した教育を進めるため、学校での取組等の情報を地域に

発信します。

ハ
専門家等の連携・協力により、出前講座実施メニューの充実を図り、学習

機会を提供します。

ニ 家庭における男女平等教育支援のための学習機会を提供します。

（４）男女共同参画の視点に

立った意識の啓発

イ
男女が対等なパートナーとして支え合い、共に創る男女共同参画社会に向

けての認識と理解を深めるよう、意識啓発を図ります。

ロ
市や各種団体等が作成する印刷物等において、男女共同参画の視点に配慮

した表現の浸透を図ります。

ハ
性に関する正しい認識を深めるため、発達段階に応じた教育の充実を図り

ます。

ニ

人権を尊重し、多様な性の在り方についての理解を促進するとともに、男

女を問わず、性的指向、性自認、性同一性障害に関する悩みに対し相談体

制を整備します。

（５）国際交流・多文化共生社会

の推進

イ
地域社会の国際化に併せ、男女が共に国際的視野を持ち、自ら考え行動で

きるような環境の整備に向け、国際交流活動を促進します。

ロ
将来の国際人を育成するため、青少年を対象とした人材育成と語学力向上

を図ります。

ハ 関係機関・関係団体と連携し、外国人への支援に努めます。

主な取組

○地縁団体等の長や役員への女性登用の働きかけ

○市民活動団体や女性団体等のネットワークの強化

○保護者に対する男女平等教育についての学校と家庭との連携協力の働きかけ

○男女共創セミナーの開催

○人権を尊重した性的マイノリティへの理解促進

○多文化共生推進事業の実施

地域・学校における男女共同参画の推進

 
基本目標２ 



 

 

施策の方向

（１）男女間におけるあらゆる

暴力等の根絶

イ
ＤＶに関する正しい知識を深めるとともに、あらゆる暴力の根絶に向けた意

識啓発を促進します。

ロ あらゆる場におけるハラスメントをなくすための取組を推進します。

（２）暴力被害者に対する支援

の拡充

イ

被害者救済のため、相談体制の充実を図るとともに、警察等関係機関との連

携の強化を図ります。また、被害者及び支援者の安全確保を優先し、継続支

援を行うため、定期的に関係機関による検討会議を開催します。

ロ
ＤＶやストーカー被害者の被害の拡大防止を図るとともに、被害者の自立に

向けた取組を支援します。

（３）ＤＶ及び子ども･高齢者･

障害者等への虐待の防止
イ

ＤＶや子ども・高齢者・障害者等に対する虐待の防止と早期発見・早期対応

に努めます。

主な取組

○男女間の暴力根絶に関するセミナー等の開催

○ハラスメント防止に関するセミナー等の開催

○ＤＶ相談窓口の周知の徹底

○関係機関と連携し、複雑化する虐待ケースに対応

施策の方向

（１）震災復興に関する

あらゆる分野へ女性等の

多様な人材の参画の推進

イ
男女共同参画の視点から地域における復興・防災への取組を推進していける

よう、多様な人材の参画を促進します。

（２）男女共同参画の視点を

取り入れた防災の推進
イ

防災の分野において、男女が共に参画できる環境づくりを推進するための啓

発事業等を実施します。

（３）人と人とのつながりが

実感できるコミュニティ

支援の充実

イ
共に支え合い助け合う地域づくりの実現のための交流活動等の充実と支援を

行います。

主な取組

○防災会議、震災復興会議等へ女性委員が登用されるよう、関係部署への働きかけ

○自主防災組織における女性の参画の促進

○女性の防災リーダーの育成

○支え合い活動支援事業の実施

男女間におけるあらゆる暴力の根絶と被害者支援の推進 基本目標５ 

復興・防災における男女共同参画の推進

 
基本目標６ 

施策の方向（１）～（３）は

ＤＶ防止計画を包含 



 

 

本計画の推進状況を把握するために評価指標項目を設け、男女共同参画社会の実現へ向けた目

標値を以下のとおり設定しています。

基本

目標
評価指標項目

現状値
（平成 年度 又は

平成 年４月１日現在）

目標値
（平成 年度）

審議会・委員会等への女性委員の登用率 ％

女性人材リスト登録者数 人 人

市の管理的地位（ポスト補佐含む。）にある職員に占める

女性の割合
％ ％以上

「男女共同参画社会」という言葉を知っている人の割合 ※ ％

自治会等役員に占める女性の割合 ※ ％以上

男女共同参画関連セミナー等への参加者数 人 人

男性の育児参加啓発セミナー参加者数 人 人

石巻がんばっちゃテレワーカー登録者数 人 人

「女性のチカラを活かす企業」認証企業数 社 社

市の男性職員の育児参加休暇取得率 ％ ％以上

４

保育施設入所待機児童数 人
０人

（毎年度解消を目指す）

保育施設における一時預かり事業の実施箇所数と受入定員
か所

定員 名

か所

定員 名

休日保育の実施箇所数と受入定員
１か所

定員 名

か所

定員 名程度

病児保育の実施箇所数と受入定員 ０か所
か所

定員 名

放課後児童クラブの実施箇所数と受入定員
か所

定員 名

か所

定員 名

子育て支援センターの数 か所 か所

「育児や家事の役割」について「夫婦同様」との回答割合 ％ ％以上

ＤＶの内容について正しく理解している人の割合 ※ ※ ％

セクハラ又はＤＶ被害に遭ったときの相談窓口を知ってい

る人の割合
％ ％

石巻市虐待防止センターの認知度 ％ ※ ％

石巻市震災復興推進会議の委員に占める女性の割合 ％ ％

石巻市防災会議の委員に占める女性の割合 ％ ％

防災士に占める女性の割合 ％以上

コミュニティ形成支援補助金（復興公営住宅分）の交付件数 件 件

※１ 平成２８年度石巻市市民意識調査結果

※２ 自治会等役員とは、自治会等の会長、副会長、会計、幹事等のすべての役員のこと

※３ 身体的、精神的、性的、社会的、経済的の５つの暴力について理解していること

評 価 指 標 一 覧
 

 

施策の方向

（１）男女間におけるあらゆる

暴力等の根絶

イ
ＤＶに関する正しい知識を深めるとともに、あらゆる暴力の根絶に向けた意

識啓発を促進します。

ロ あらゆる場におけるハラスメントをなくすための取組を推進します。

（２）暴力被害者に対する支援

の拡充

イ

被害者救済のため、相談体制の充実を図るとともに、警察等関係機関との連

携の強化を図ります。また、被害者及び支援者の安全確保を優先し、継続支

援を行うため、定期的に関係機関による検討会議を開催します。

ロ
ＤＶやストーカー被害者の被害の拡大防止を図るとともに、被害者の自立に

向けた取組を支援します。

（３）ＤＶ及び子ども･高齢者･

障害者等への虐待の防止
イ

ＤＶや子ども・高齢者・障害者等に対する虐待の防止と早期発見・早期対応

に努めます。

主な取組

○男女間の暴力根絶に関するセミナー等の開催

○ハラスメント防止に関するセミナー等の開催

○ＤＶ相談窓口の周知の徹底

○関係機関と連携し、複雑化する虐待ケースに対応

施策の方向

（１）震災復興に関する

あらゆる分野へ女性等の

多様な人材の参画の推進

イ
男女共同参画の視点から地域における復興・防災への取組を推進していける

よう、多様な人材の参画を促進します。

（２）男女共同参画の視点を

取り入れた防災の推進
イ

防災の分野において、男女が共に参画できる環境づくりを推進するための啓

発事業等を実施します。

（３）人と人とのつながりが

実感できるコミュニティ

支援の充実

イ
共に支え合い助け合う地域づくりの実現のための交流活動等の充実と支援を

行います。

主な取組

○防災会議、震災復興会議等へ女性委員が登用されるよう、関係部署への働きかけ

○自主防災組織における女性の参画の促進

○女性の防災リーダーの育成

○支え合い活動支援事業の実施

男女間におけるあらゆる暴力の根絶と被害者支援の推進 基本目標５ 

復興・防災における男女共同参画の推進

 
基本目標６ 

施策の方向（１）～（３）は

ＤＶ防止計画を包含 



 

 

推進状況については、年度ごとに事業実施状況を検証・評価し、次年度の施策のより効果的な

推進に反映させるとともに、市民が男女共同参画に関心を持つよう、評価の結果を公表するなど

適切な進行管理を行います。

石 巻 市

男 女 共 同 参 画 基 本 計 画

（ 第 ３ 次 ） 概 要 版

平成２９年２月

復興政策部地域協働課発行・編集：石巻市

〒 宮城県石巻市穀町 番１号

Ｔ Ｅ Ｌ （代）

Ｆ Ａ Ｘ

Ｅメール

指示

事業実施報告

重要事項協議
指示・決定

事業実績

報 告

事業実績

照 会

 

 
 

市民

事業者

地縁団体等

国

県

近隣市町

関係機関

進捗状況
報 告

意見等

連携・協力

協 働

（庁内体制）

○男女共同参画に関す

る重要事項の審議

○男女共同参画の推進

に関する意見

男女共同参画
推進審議会 

○男女共同参画の推進

○基本計画の進行管理

 
 
 

○必要な事項の調査・協議

 

男女共同参画推進本部
（本部長：市長） 

幹事会 

○基本目標への取組

○計画掲載事業の実施

 

庁内各課 

○男女共同参画推進に係る

企画調整

○計画の立案・推進

○施策の推進状況の把握

 

復興政策部地域協働課 

計 画 の 推 進 体 制

計 画 の 進 行 管 理


